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平
成
二
十
一
年
度
の
熊
本

県
日
中
協
会
総
会
が
七
月
十 

日
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

に
七
十
人
が
出
席
し
て
開
か 

                         

     

れ
ま
し
た
。 

柏
木
会
長
が
、
孫
文
と
宮

崎
滔
天
と
の
交
友
な
ど
、
協

会
設
立
の
趣
旨
を
説
明
。
来

賓
祝
辞
で
県
知
事
代
理
の

兵
谷
芳
康
・
副
知
事
が
「
日

中
交
流
は
益
々
盛
ん
に
な

っ
て
お
り
、
経
済
、
文
化
な

ど
幅
広
く
な
っ
て
い
く
こ 

                    

     

と
を
期
待
し
ま
す
」
。 

ま
た
、
駐
福
岡
中
国
総
領

事
館
の
郭
宝
忠
・
首
席
領
事

が
「
中
日
交
流
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
貴
協
会
・
会
員
に

感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
中 

国
建
国
六
十
周
年
、
来
年
の

上
海
万
博
と
、
事
業
へ
の
多

大
な
ご
協
力
・
ご
支
援
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」
。 

第
五
代
会
長
の
潮
谷
義

子
氏
も
あ
い
さ
つ
。
米
満
弘

之
常
任
理
事
の
議
長
で
議

事
に
入
り
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
報
告
、
監
査
報

告
を
承
認
。
新
年
度
の
事
業 

             
計
画
、
予
算
案
で
は
収
入
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、 

事
業
の
拡
大
や
、
会
員
の
勧

誘
な
ど
が
提
示
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。 

新
副
会
長
に
早
川
氏 

新
年
度
役
員
選
任
に
入

り
、
副
会
長
に
早
川
英
明
氏

（
日
中
友
好
県
議
会
議
員

連
盟
会
長
）
、
常
任
理
事
と

実
行
協
力
部
会
長
に
青
柳

英
幸
氏
（
県
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
協
会
長
）
、
ほ
か
九
人
の

新
役
員
が
満
場
一
致
で
選

ば
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
重
光
産
業

の
重
光
克
昭
社
長
が
「
味
千

拉
麺
の
展
開
」
＝
詳
細
は
２

頁
に
紹
介
＝
で
特
別
講
演
。

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。 
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お蔭様で創立50周年を迎えました。 

  

  
重
光
産
業
の
重
光
克
昭
社

長
の
県
日
中
協
会
総
会
で
の

講
演
要
旨
は
以
下
の
通
り
。 

味
千
拉
麺
は
一
九
六
七
年

に
創
業
、
現
在
は
国
内
に
一

〇
五
、
海
外
三
九
四
の
店
舗

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
う
ち

中
国
は
三
〇
七
、
香
港
三
三

店
舗
。
上
海
の
工
場
か
ら
ス

ー
プ
を
供
給
し
て
い
ま
す
が

味
の
核
は
企
業
秘
密
。 

                   

         先
代
社
長
が
造
っ
た
も
の
を

未
だ
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
香
港
の
青
年
実
業

家
ら
と
の
出
会
い
の
お
陰
で

店
舗
展
開
の
拡
大
が
実
現
で

き
ま
し
た
。 

                   

現
地
の
食
生
活
に
合
っ
た

品
揃
え
、
メ
ニ
ュ
ー
構
成
、

そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
沢
山
の

品
を
載
せ
る
こ
と
で
中
国
人

の
心
を
引
き
寄
せ
ま
し
た
。

焼
き
鳥
な
ど
の
日
本
食
を
採

り
入
れ
、
日
本
の
食
文
化
の

紹
介
も
。 

中
国
人
は
三
十
分
以
内
で

は
帰
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
げ
る
ラ
ー
メ
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
の
位
置
づ
け
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。 

類
似
店
舗
（
ニ
セ
モ
ノ
）

の
出
現
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

 

             

 

私
は
こ
れ
ま
で
二
十
回

訪
中
、
い
つ
も
父
の
形
見
の

腕
時
計
を
し
て
、
亡
き
父
と

一
緒
に
訪
れ
ま
す
。 

                 

父
は
昭
和
十
五
年
、
農

神
・
松
田
喜
一
先
生
の
勧
め

で
瀋
陽
（
旧
奉
天
）
近
く
の

渾
河
付
近
に
開
拓
団
長
と

し
て
入
植
。
第
三
次
ま
で
五

十
九
戸
は
東
洋
一
の
農
場

を
目
指
す
も
終
戦
。 

終
戦
で
帰
国 

昭
和
二
十
一
年
に
は
農

業
指
導
の
五
家
族
を
残
し

て
や
む
な
く
帰
国
。
そ
の
後

国
交
正
常
化
と
同
時
に
二

世
会
が
発
足
、
一
時
途
絶
え

た
渾
河
農
場
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
恩
返
し
の

た
め
、
同
農
場
関
係
者
を
日

本
へ
招
い
て
の
農
業
研
修

や
、
幼
稚
園
建
設
の
資
金
を

寄
付
し
た
り
。
友
好
協
力
の

成
果
が
実
っ
て
、
今
で
は
同

農
場
も
発
展
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。 

当
時
開
拓
団
一
八
〇 

多
く
の
開
拓
団
が
悲
惨

な
目
に
遭
っ
た
中
で
、
渾
河

開
拓
団
は
別
で
し
た
。
住
民

に
「
帰
る
な
」
と
引
き
止
め

ら
れ
た
り
、
帰
国
の
際
は
馬

車
五
十
台
で
駅
ま
で
送
っ

て
く
れ
た
り
の
温
か
さ
で

し
た
。 

終
戦
直
後
、
日
本
の
軍
隊

を
一
時
開
拓
団
に
収
容
し

た
り
、
同
胞
難
民
を
食
料
援

助
し
た
り
、
当
時
の
思
い
出

を
胸
に
、
父
亡
き
後
の
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。 
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三
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間

中
国
最
南
端
の
海
南
島
へ
日

本
語
教
育
に
行
き
ま
し
た
。

同
省
政
府
の
依
頼
で
同
島
の

五
指
山
市
職
業
技
術
学
校
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
で
す
。 

             

学
校
は
最
南
端
リ
ゾ
ー
ト

地
か
ら
北
に
車
で
二
時
間
の

奥
地
。
国
家
一
級
貧
困
地
域

指
定
区
の
た
め
、
授
業
料
や

食
費
な
ど
す
べ
て
無
料
。
観

光
、
パ
ソ
コ
ン
、
自
動
車
整
備

な
ど
の
専
門
コ
ー
ス
が
あ
り
、

平
均
年
齢
は
十
八
歳
。 

二
十
四
時
間
指
導 

日
本
語
の
授
業
を
特
別
に

組
み
入
れ
た
時
間
割
は
二
年

生
の
二
ク
ラ
ス
五
十
名
に
週

六
時
間
、
合
計
二
十
四
時
間

指
導
。
幸
い
、
昼
食
と
昼
寝

に
三
時
間
あ
っ
た
の
で
ゆ
っ
く

り
休
め
ま
し
た
。 

海
南
島
は
九
州
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
人
口
は
八
百
万

人
。
年
間
の
平
均
気
温
は
二

十
七
度
、
三
月
な
の
に
連
日

三
十
度
以
上
の
熱
帯
で
す
。 

            

共
通
語
は
海
南
語 

共
通
語
は
海
南
語
で
、
漢

語
、
リ
ー
語
、
ミ
ャ
オ
語
が
飛

び
交
い
ま
す
。
海
南
島
は
コ
コ

ヤ
シ
の
島
で
、
パ
パ
イ
ヤ
、
マ
ン

ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
の
熱
帯
果
物
が

間
近
に
み
ら
れ
ま
す
。
宿
泊

し
た
私
の
部
屋
は
裸
の
木
の

ベ
ッ
ド
と
古
い
机
が
一
つ
あ
る

だ
け
で
す
。 

夜
、
ヤ
モ
リ
が
出
没 

夜
に
な
る
と
、
部
屋
に
ヤ

モ
リ
が
出
没
し
て
大
き
な
声

で
鳴
く
の
で
、
一
日
も
消
灯

し
て
寝
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

                

食
事
は
給
食
担
当
の
ご
夫

婦
が
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
油

濃
い
料
理
で
、
箸
で
掴
め
な
い

ポ
ロ
ポ
ロ
の
お
米
に
は
閉
口
し

ま
し
た
。 

授
業
は
皆
熱
心
で
、
最
後

の
日
、
日
本
語
で
自
己
紹
介

を
書
か
せ
た
ら
、
大
半
が
平

仮
名
も
書
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
に
は
感
心
し
ま
し

た
。
四
月
一
日
、
帰
国
の
日

生
徒
た
ち
は
授
業
を
中
断
し

て
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

            

        

                                  

                                  

 

海南島の位置 

職業技術学校の生徒と有江俊博氏(前列中央) 

熱帯植物と野鳥の楽園 

珍しい小鳥がたくさん 
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二
〇
〇
九
年
六
月
十
二

日
、
医
療
法
人
社
団
高
野
会

と
中
国
広
州
市
中
山
大
学

附
属
第
六
医
院
・
附
属
胃
腸

肛
門
医
院
と
の
共
同
研
究

を
正
式
に
行
う
協
議
が
成

立
し
ま
し
た
。 

中
山
大
学
附
属
病
院
第

六
医
院
の
創
立
は
、
一
九
二

五
年
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
中

国
共
産
党
に
よ
り
、
孫
文
の

た
め
に
モ
ス
ク
ワ
中
山
大

学
と
し
て
設
立
さ
れ
、
今
で

は
中
国
で
第
二
の
規
模
を 

                    有
す
る
医
学
大
学
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

二
年
前
に
院
長
に
就
任

し
た
中
山
大
学
附
属
病
院

第
六
医
院
の
任
東
林
先
生

は
、
十
年
前
に
高
野
病
院
で

研
修
を
受
け
た
先
生
で
、
今

後
骨
盤
底
機
能
障
害
の
研

究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
高

野
会
（
高
野
正
博
会
長
）
と

共
同
研
究
を
行
い
、
よ
り
専

門
性
を
も
っ
た
医
療
機
関

に
発
展
さ
せ
た
い
と
の
希

望
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
両
国
の
大
腸
肛

門
病
の
骨
盤
底
機
能
障
害

並
び
に
大
腸
癌
の
診
断
・
治

療
お
よ
び
予
防
の
観
点
か

ら
共
同
研
究
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

共
同
研
究
の
内
容
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

一
、
仙
骨
神
経
症
候
群
の
基

礎
研
究
、
臨
床
的
診
断
と

治
療 

二
、
直
腸
肛
門
の
機
能
障
害

のc
u
r
e

とc
a
r
e
 

三
、
大
腸
が
ん
の
治
療
と
基

礎
研
究 

                   

                                  

                                  

                                  

     

カ
ラ
ー
化
、
縦
組
み
に

紙
面
刷
新
し
て
、
今
回
が

四
号
目
。
目
ざ
す
理
想
へ

わ
ず
か
な
が
ら
前
進
し

て
は
い
ま
す
。 

し
か
し
、
情
報
収
集
の

限
界
に
い
つ
も
直
面
し
、

「
よ
り
広
く
、
よ
り
多

く
」
の
紙
面
展
開
に
は
程

遠
い
の
が
現
状
で
す
。 

紙
面
刷
新
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
だ
け
で
も
よ

し
と
す
る
か
。
自
問
自
答

し
な
が
ら
も
、
ま
た
、
先

を
見
つ
め
直
し
、
多
く
の

会
員
が
参
加
で
き
る
紙

面
へ
の
知
恵
、
工
夫
は
な

い
か
、
悩
み
は
尽
き
ま
せ

ん
。 短

い
ニ
ュ
ー
ス
、
旅
の

思
い
出
、
お
知
ら
せ
な
ど

協
会
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 (

機
関
紙
編
集
委
員
会 

小
串 

照
彦)

 

お問い合わせ、お申し込みは協会事務局へ（356-4847） 


